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VOICE

コンサルティング
設備ಋೖ΍ܭըづくり
創業時から、再エネや省エネ設備導入などの
コンサルティングを続けてきました。いま
「2050年カーボンニュートラル」実現にむけ
て、地方自治体は地球温暖化対策が強く求め
られています。行政施設のエネルギー使用量
やCO2排出量の調査、地域全体で脱炭素化を
進めるための具体的な計画づくりを支援して
います。

ݱ࣮ۀࣄըづくりとܭ৿ொのߴ
長野県高森町は2018年、行政が取り組む地
球温暖化防止実行計画づくりに着手。その後、
計画実現に向けた調査、町民や企業、行政が
一緒に取り組む計画づくりを進めて、2022
年に環境省「地域脱炭素化移行・再エネ推進
交付金事業」に選定され、近隣自治体のモデ
ルケースになりました。おひさま進歩社は
2018年から継続的にこれらの計画策定を支
援しています。

年　度 自治体名 受託業務名

2021年度

長野県飯ౡொ 地球温暖化対策基礎調査業務

長野県ߴ৿ொ 再エネ導入戦略策定業務

長野県ߴ৿ொ 地球温暖化防止実行計画策定業務（区域施策編）

2022年度

長野県ڤ໦ଜ 地球温暖化防止実行計画策定業務（事務事業編）

長野県ߴ৿ொ 地域脱炭素化移行・再エネ推進交付金事業計画書等作成業務

長野県飯ౡொ 地球温暖化防止実行計画策定業務（区域施策編）

2023年度

長野県ڤ໦ଜ 地球温暖化防止実行計画策定業務（区域施策編）

長野県ߴ৿ொ 地球温暖化防止実行計画策定業務（事務事業編）

長野県中઒ଜ 地球温暖化対策実行計画策定業務（区域施策編）
डୗ࣮੷ʢ202�ʵ202�年ʣ
աڈ�೥ؒͰ�ொଜΛαϙʔτ。ܭըͮ Γ͘からࢪ࣮ۀࣄまͰαϙʔτ͠ ます

த઒ଜ地ٿԹஆ化ରܭߦ࣮ࡦը
۠ҬࡦࢪฤからҰ෦ൈਮ。まͣݱঢ়のC0�ഉग़ྔΛϦ
αʔν。ଜ಺Ͱ࣮ݱՄೳͳ再Τω、লΤω、৿ྛٵऩ౳
のରࡦΛ΋ͱʹྔݮ࡟の໨ඪ஋ΛఆΊます
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୤୸ૉԽΛ
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VOICE

自治体ゼロカーボンプロジェクト
太陽光発電所や水力発電所を開発している当社の
経験を生かして、具体的で実現可能な計画策定を心
がけています。
また、スタッフには自治体職員の経験者が複数おり、
自治体の担当者と並走する気持ちで、コミュニケー
ションを密に取りながら仕事を進めています。
業務の過程で何度もご訪問することで、自治体の新
たな魅力に気づくことも多く、業務を担当する楽しみ
の一つになっています。

多田井 素さん（高森町建設課長／前環境水道課長）
2020年、パリ協定が締結されて国や県が加速度的に
動き出していました。子どもや孫、未来のために温暖
化を抑制する必要がある。町としても積極的な対策が
必要だと考えました。職員だけでは専門知識が足りな
い。技術的、精神的に後押ししたのがおひさま進歩社
で、実現に落とし込む手法を期待しました。2030年
までに実現できそうで、高い目標値の計画を町民参加
でつくることができた。先進的な取り組みをモデル的
に進めた自負があります。他地域をけん引して、地球
のために貢献していく町になれればと思っています。

ଜॅຽϫʔΫγϣοϓݪ
原ଜͰはϩʔυϚοϓࡦఆࢧԉのҰ؀Ͱ
ॅຽϫʔΫγϣοϓΛ։࠵。஍ٿԹஆԽ
ରࡦΛ࣮ݱすΔͨΊʹඞཁͳߦಈΛଜຽ
ͱऀۀࣄ、໾৔͕ߟ Δ͑৔Ͱす

のௐࠪ࣌ఆࡦըܭ
Մೳੑௐࠪ。ൃిͰ͖そ͏ۀࣄΘれͨখਫྗൃిのߦ৿ொͰߴ
ͳީิ஍఺ΛߜΓࠐΈ、͋ੑࢉ࠾Δ͕ۀࣄͰ͖そ͏ かௐ΂ます

த઒ଜ地ٿԹஆ化๷ࢭରࡦਪ進ٞڠ会
த઒ଜͰは஍ٿԹஆԽ๷ࢭରࡦਪਐٞڠձのӡӦΛࢧԉ͠
ています
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VOICE

環境学習
太陽光発電とύωルγΞλʔ
環境学習の始まりは、会社設立のきっかけとなったNPO南
信州おひさま進歩が、太陽光発電を設置した保育園で行っ
たパネルシアター。子どもたちを通して家庭や地域で環境
への関心が高まればとの思いからです。おひさま進歩エネ
ルギーで引き継ぎ、2024年までに119ヶ所で上演、9,000
人以上に見ていただきました。

発電所づくりと環境学習
太陽光発電を設置した公民館や学校、地域イベントで出前
講座を開催して、地球温暖化や再生可能エネルギーについ
て一緒に考えます。2016年、再エネ人材育成を目指して
飯田自然エネルギー大学を開校。各地で活躍するプレイ
ヤーが育っています。

さんぽͪΌんはNPO南信州おひさま進歩のϚスコοト
Ωϟラクターとして஀生。໊ લは、おひさまの「46N」、
NPOや進歩、歩Ήに༝དྷする「PO」をͭな͛ました。
パネルシアターやΠϕントにొ৔します。

ύωルγΞλʔ
鼎あかり保育園（飯田市）で開催したパネルシアター。
さんぽちゃんと省エネの大切さを学びます

 ࠲ߨどもΤコࢠ
σδλϧ஍ّٿεϑΟΞΛͬ࢖ ʮͨࢠͲ΋Τίߨ
ԹのมԽΛө૾Ͱؾۉ৅΍ฏؾのٿʯ。஍࠲
఻ ま͑す

飯田ࣗવΤωルΪʔେ学
����೥、ୈ͕ظ�ελʔτ。再ΤωۀࣄΛ໨
からूまΓますࠃ生͕શߨすडࢦ
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VOICE

環境学習グループ
地球温暖化の影響は私たちにとって身近なところに
も表れています。世界の平均気温は毎年上昇してお
り、地球温暖化から「地球沸騰化」と呼ばれる時代
になりました。
地球温暖化やエネルギーの問題について子どもたち
が興味を持って考えるきっかけとなることを目指して、
伝え方を工夫しながら学習をおこなっています。地
球環境を守るため私たちにできることは何か、環境
学習を通じてこれから先も地域に伝え続けていきた
いと思います。

福岡恵子さん（鼎あかり保育園園長）
さんぽちゃんと一緒に省エネ学習。
「おうちの中に電気で動くものは何があるかな？」「冷
蔵庫！」「こたつ！」など身近な電気製品が出てきま
した。「誰もいないときはどうする？」「こたつが熱す
ぎる時は？」「消す！」「ちょうどよくする！」と節電の声。
「ゲームは長くしていない？」なんて質問も。
「外で元気に遊んで、食べ物を残さず食べることが地
球にも優しいことです。」と、日々の生活からエネル
ギーの大切さを学ぶ貴重な時間でした。

Ѵதᒓ
͔΍

の࣮νϟϨンδ
ଠཅޫൃిΛઃஔͨ͠൧ాཱࢢѴϲٰதֶߍ�೥生の૯߹ֶशʢ����೥ʣ。
ൃిॴֶݟձ΍஍ٿԹஆԽΛߟ Δ͑ϫʔΫγϣοϓΛ୲౰ ま͠͠ ͨ
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VOICE

中部電力
（発電事業者）

中部電力の
送配電会社

地域の自然エネルギー電源
おひさま発電所など

൧ాまちͮくΓిྗ

一般家庭など

大・中工場、
オフィスビルなど

電気を 電気を 電気を 電気を

飯田まちづくり電力

地域の࠶Τω༝དྷの電力をൢച
飯田まちづくり電力㈱（代表取締役：原勉）は2018年、㈱飯田ケーブルテレビ、おひさま
進歩エネルギー㈱、㈱飯田まちづくりカンパニーが立ち上げた新電力会社。南信州の太陽
光発電、小水力発電が生み出した電気を供給していま
す。調達する電力の50%を飯田下伊那地域のFIT電気
でまかなうのが目標です。

小த学ߍ΍ݸ・ۀاਓ୐とܖ໿
2019年、飯田市と「地域エネルギーに関する包括連
携協定」を結び小中学校など50施設へ電力小売事業
を開始。2020年、同じく泰阜村とも連携協定を締結。
2024年、契約数は公共施設や民間企業、個人住宅含
めて1,300件（11MW）まで伸びました。

θϩΤϛογϣン化をࢧԉ
2023年、飯田市の南信州広域タクシー㈲（通称アッ
プルキャブ）はおひさま進歩社が設置した同社の屋根
パネルの電力などを生かして、全国のタクシー会社で
初めて、公共交通として運行するEV乗合タクシー4台
のゼロエミッション化を実現しました。飯田まちづく
り電力は同社へ非化石電力を販売して、この事業を支
援しています。

電力小ചۀࣄの࢓૊みʢ電気のௐୡˠまちづくり電力ˠڅڙઌʣ
൧ాまͪͮ Γ͘ిྗ͕ൢചすΔిؾは、おͻ ま͞ൃిॴ΍ిྗࢢ৔Ͱௐୡͨ͠ిؾͰߏ੒͞れています

電力ௐୡઌྫɹ飯田ࢢ໾所

電力ௐୡઌྫɹ໺ఈ઒小水力発電所
ਓॅݸ、ઃஔ͞れͨଠཅޫൃిʹۀاઃ΍ࢪڞެ
୐のଔF*5ిؾ、໺ఈ઒খਫྗൃిॴͳͲからి
Λௐୡؾ ま͠す
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電ؾΛ
とͲ͚る

VOICE

飯田まちづくり電力株式会社
飯田まちづくり電力は、太陽光や水力の電気を販売
して、地域のお客様に使っていただくことを仕事にし
ています。
おひさま進歩エネルギーとは別会社ですが、再エネを
増やして持続可能な地域づくりに貢献するという共
通の目標に向かい取り組んでおり、FITを使った再エ
ネ普及拡大が難しい今、電気の販売先を作り、投資
の予見性を確保することが私たちの役割です。
エネルギーの地消地産を通じ少しでも地域が元気に
なればと思います。

鈴木佳史さん
（南信州広域タクシー有限会社代表取締役）

20周年おめでとうございます。昨年、私たちの会社で
は、飯田市の乗合タクシー全路線で脱炭素化を実現し、
23年度のエコドライブ活動コンクールで国土交通大臣賞
を受賞しました。全社員の地道な努力と共に、地域に根
差した、おひさま進歩エネルギー様、飯田まちづくり電力
様、さらにはそこに係わる人が同じ思いを共有し、協力し
た結果、素晴らしいシステムを構築できたと思っています。
こうした流れが周辺地域や他の業界にも広がれば良いと
思いますので、今後ともよろしくお願い致します。

地࢈地ফの
θϩΧʔϘン&7ಋೖ
λΫγʔձࣾͰશࠃॳの
θϩΤϛογϣϯλΫγʔΛ
ΞοϓϧΩϟϒͨ͠ݱ࣮
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おひさま進歩 20年の歩み

2004年

2݄ 飯田市内の༗ࢤが「地ٿԹஆ化防ࢭするため市民としてできることをやらまい
かʂ」とNPO法人南信州おひさま進歩を発଍

�2݄
環境省にબ定された飯田市の事業を୲͏民間企業として、NPO法人南信州おひ
さま進歩が฼ମとなり、おひさま進歩Τネルギー༗ݶձࣾ設立。事຿所は、いと
͏や3֊（飯田市本ொ）に置く

2005年 �݄
日本初の太陽光発電普及のための市民出資「南信州おひさまファンド」を立্ͪ
͛る。476໊から出資をいたͩき飯田市内の༮ஓ園なͲ37ヶ所へパネル設置。
民間と行政が協力した「৽しい公共」のϞσルとなる

2006年 �݄ 第1ճࣗવΤネルギーى業セミφー開࠵（人ࡐ育੒事業は飯田ࣗવΤネルギー
大ֶに発ల）

2007年 ��݄ おひさま進歩Τネルギー༗ݶձࣾから、おひさまΤネルギーファンドࣜגձࣾとな
る。৽たに、おひさま進歩Τネルギーࣜגձࣾを設立

2008年
�݄ N),൪組「クローζアοプ現୅」に取り্͛られて࡯ࢹや取ࡐґ頼が増える

�݄ 大खスーパーがશࠃのళฮにおひさま発電所のための募金ശを設置

2009年

�݄ 環境省の3ϱ年事業がྃ׬。おひさま発電所が南信州地域を中心に160ヶ所以
্になる

�݄ 第7ճ「日本環境経営大৆」環境Ձ஋૑଄部໳の大৆をड৆

�݄ 「N&%O」「経ࡁ産業省」Αり「৽Τネඦબ」にબ定

2010年
�݄ ༨৒電力ങ取制度を活用してݸ人宅޲ 「͚おひさま0円システム」募集開始

2݄ 信州Πϊϕーシϣン大৆「環境Ϗジネス৆」ड৆

2012年

2݄ 「௿୸ૉഋ2012」で࠷༏लΠϊϕーシϣン৆をड৆

�݄ 定Ձ֨ങ取制度（FIT）を活用して分散型メガソーラー発電事業「メガさݻのࠃ
んぽプロジェクト」募集開始

�݄ ॻ੶「みんなの力でࣗવΤネルギーを～市民出資にΑるh おひさまʱֵ໋～」出൛

�2݄ 「ฏ੒24年度地ٿԹஆ化防ࢭ環境大ਉදজ」をड৆

2013年 �݄ ࣗࣾ開発した太陽光発電ԕִࢹ؂システム「おひさまϞニター」のൢച開始

2014年

�݄ 事຿所をچ飯田ଌީ所（飯田市അ৔ொ）にҠస

�݄ 駄科コミュニティー防災センターの太陽光発電事業が、飯田市の地域環境権条例
にͮجく「地域公共࠶生ՄೳΤネルギー活用事業」第1号に認定

��݄ の太陽光発電普及事業「ϚΠϗーム発電所2014」を৽たに募集͚޲人住宅ݸ
開始

2015年 �݄ 「南信州おひさまファンド」の͏ͪ "号ಗ໊組合出資の分഑を計ը通りྃ׬

2016年
�݄ 地域ओಋ型࠶Τネ事業の人ࡐ育੒を目指して「飯田ࣗવΤネルギー大ֶ」を

開ߍ

��݄ ച໦ଜ地ٿԹஆ化防ࢭ計ըࡦ定業຿をडୗ。࣏ࣗମの計ըࡦ定ࢧԉコンαル
ティングにࢀೖ
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2018年

�݄
おひさま発電所の電ؾをൢചする地域৽電力ձ 「ࣾ飯田まͪͮくり電力ࣜגձ
ࣾ」を、ࣜגձࣾ飯田έーϒルテϨϏ、ࣜגձࣾ飯田まͪͮくりΧンパニーと共ಉ
出資して設立

�0݄ 野ఈ઒小ਫ力発電事業のՄೳੑௐࠪを開始。ྲྀ量؍ଌや生෺ௐࠪを行͏

��݄ 飯田まͪͮくり電力᷂が経ࡁ産業省Αり小ച電ؾ事業ऀとしてొ࿥をड͚る

2019年

�݄ 飯田まͪͮくり電力᷂が飯田市と「地域のΤネルギーにؔするแׅ࿈ܞ協定ॻ」
をక݁。7݄から飯田市公共施設౳へ電ؾのڅڙ開始

�݄ ファンド募集を取りѻ͏第ೋछ金༥঎඼取Ҿ業をഇࢭ

�݄ ହෞଜ防災ڌ఺の設備੔備事業をडୗ。ଜ໾৔౳へ太陽光発電設備、஝電஑、
཰ۭௐ、-&%照໌をಋೖޮߴ

2020年 �݄ 2005年に募集した第1号「南信州おひさまファンド」、2010年に募集した「信
州ɾ݁いのࠃおひさまファンド」が出資ऀへの分഑を計ը通りྃ׬

2021年 �݄ 営農型太陽光発電「山本ソーラーシェアリング」が発電開始

2022年

�݄ 野ఈ઒小ਫ力発電所のݐ設޻事がண޻

�݄ 事຿所を飯田঎޻ձٞ所ఞࢧ所1F（飯田市ఞԼ஡屋）にҠస

�݄
経産省補助事業に࠾୒されてΦフαΠトPP"事業を実施。太陽光発電所22ヶ所
（合計3MW）をݐ設。飯田まͪͮくり電力᷂をհして飯田市内の2事業所へ電
力څڙ

2023年 �݄ 小ਫ力発電の第1号事業「野ఈ઒小ਫ力発電所」が営業ӡసを開始

2024年 �2݄ ૑立20प年をܴえる。おひさまシンϙジ΢ム、ه೦ࣜయを開࠵
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会社概要

おひさま進歩ΤωルΪʔࣜג会社
〒395-0802
長野県飯田市鼎下茶屋2242-2
（飯田商工会議所鼎支所1階）

Ｔ Ｅ Ｌ 0265-56-3711
Ｆ Ａ Ｘ 0265-56-3712
Ｕ Ｒ Ｌ https://ohisama-energy.co.jp/
メ ー ル info＠ohisama-energy.co.jp
創　　業 2004年12月24日
設　　立 2007年11月6日
資 本 金 650万円

運営体制
代表取締役　 菅沼　利和
取　締　役　 蓬田　裕一
取　締　役　 谷口　　彰
取　締　役　 海部　岳裕
取　締　役　 上沼　俊彦
監　査　役　 小林　和博
顧問弁護士　 河合　弘之
　　　　　　（さくら共同法律事務所）

事業サービス
飯田下伊那地域をベースに地球温暖化を防止するためのCO2削減事業をおこなっています。
気候変動を抑えて持続可能な地域を築く、まちをつくる、新しいエネルギーをつくることが
私たちの使命です。
　①省エネルギー事業（高効率機器の導入支援、エスコサービス）
　②創エネルギー事業（太陽光発電、小水力発電などの再生可能エネルギー事業）
　③蓄エネルギー事業（蓄電池と太陽光発電を組み合わせたシステム提供）
　④コンサルティング（自治体のエネルギー計画策定、民間事業者の機器導入、補助金申請を支援）
　⑤環境学習（保育園児から高校生への学習プログラム提供、インターン受入れ等）
　⑥その他（飯田まちづくり電力と連携した電力小売による地域づくり等）

　社員・役員のみなさん、出資者のみなさん、地球温暖化防止を目指す仲間のみ
なさん、持続可能な地域づくりを行うみなさん、地域のみなさんなど多くの方々に支
えられ、20周年を迎えることができました。ありがとうございます。
　10周年の2014年以後、新たな事業に取り組んできました。地域公共再生可
能エネルギー活用事業、ソーラーシェアリング事業、オフサイトPPA事業、小水力発
電事業、自治体向けのコンサルティング事業、飯田自然エネルギー大学などの環境
学習事業です。また、電力小売り事業を飯田まちづくり電力㈱として実現すること
もできました。今後10年の基礎となる事業です。新たな事業を実施するなかで、
志を共にする新たな仲間も生まれてきました。
　この間、第二種金融商品取引業を廃業しなければならないという苦しい時期もあ
りましたが、社員一同一致団結して乗り越え、発展することができました。
　これからも新たな気持ちをもって、2050年ゼロカーボンと持続可能な地域の実
現のため、さらなる飛躍を目指します。

 おひさま進歩エネルギー株式会社　
 代表取締役 菅沼利和
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まちをつくる。
あたらしい
緑のエネルギー

この製品は、FSC®認証材、再生資源、
およびその他の管理原材料から作られています。




